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ュ と同等以上で、チモシー乾草を主な粗飼料源とする発酵 と同等である。TMR TMR
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［背景・ねらい］

飼料自給率向上が喫緊の課題となっている現状で、稲発酵粗飼料は有用な国内産粗飼料

といえる。しかし、発酵品質、栄養価にばらつきがあり、これが泌乳牛への利用を妨げる

要因の一つになっている。その解消法として、大量調製により、ロール個々のばらつきを

緩和し、貯蔵性、開封後の変敗抑制性に優れた発酵 方式の利用が考えられる。そこTMR

で、近年市販化された細断型ロールベーラ（細断型ベーラ）を用いて、稲発酵粗飼料を主

な粗飼料源とした発酵 を調製し、原料を同じとする未発酵のフレッシュ や粗飼TMR TMR

料源の異なる発酵 との比較により、泌乳牛用飼料としての有用性を実証する。TMR

［成果の内容・特徴］

１．稲発酵粗飼料を ％混合したフレッシュ 、それを発酵させたイネ発酵 、主25 TMR TMR

TMRな粗飼料源として稲発酵粗飼料と同じ割合でチモシー乾草を用いたチモシー発酵

および稲発酵粗飼料に稲わらサイレージを混合した稲わら混発酵 の 種類の飼料TMR 4

を供試し（表 、乾乳牛を用いた窒素出納試験（実証試験 ）と稲わら混発酵 を1 1 TMR）

除いた 飼料について泌乳中期牛を用いた飼養試験（実証試験 ）を実施している。3 2

２．細断型ベーラを用いて調製した発酵 は、粗飼料原料の種類にかかわらず、乳酸TMR

生成が促進され酪酸生成が認められず、 割合が低い高品質なものである（表 。VBN 1）

３．イネ発酵 のエネルギー価は、フレッシュ と比べ低下することはなく、発酵TMR TMR

TMR TMRによるエネルギーロスは認められない また イネ発酵 および稲わら混発酵。 、

のエネルギー価はチモシー発酵 と同等である（表 。TMR 2）

MUN BUN TMR４ 尿中および蓄積窒素の分配率 乳タンパク質率 および 値において各． 、 、

に差はない。また、イネ発酵 の飼料タンパク質の利用性は、フレッシュ やTMR TMR

チモシー発酵 と同等である（表 、 、 。TMR 2 3 4）

． 、５ イネおよびチモシー発酵 の乳量はフレッシュ に比べ増加する傾向にあるがTMR TMR

乾物摂取量および乳成分率は飼料間に有意な差は認められない。イネ発酵 の乾物TMR

摂取量および乳生産はチモシー発酵 と同等である。発酵 の自由摂取によるTMR TMR

ルーメン内発酵や血液性状の異常は認められず、給与上問題はない（表 、表４ 。3 ）

［成果の活用面・留意点］

１．個々のロールベールにより発酵品質や栄養価にばらつきのある自給粗飼料を主たる粗

飼料源として発酵 で利用する場合にも活用できる。TMR

． 、 、２ この成果は 県 頭ずつ計 頭供試した × ラテン方格法による窒素出納試験と2 4 8 4 4

２県 頭ずつ計 頭供試した × ラテン方格法による飼養試験で得られたものであ6 12 3 3

り、供試した稲発酵粗飼料は、新潟が「夢あおば」を出穂後 日目に、三重が「ホシ33

アオバ」を出穂後 日目に、収穫・調製し、その他の飼料は同一品を用いている。37
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表１ 供試飼料の構成と発酵品質（両試験共通）

ﾌﾚｯｼｭ ｲﾈ ﾁﾓｼｰ 稲わら混項目
TMR 発酵TMR 発酵TMR 発酵TMR

乾物混合割合（％）
稲発酵粗飼料 23.9 24.6 - 23.2
ﾁﾓｼｰ乾草 - - 25.0 -
稲わらｻｲﾚｰｼﾞ - - - 7.9
ｲﾀﾘｱﾝｻｲﾚｰｼﾞ 9.7 8.7 8.6 -
配合飼料 66.3 66.8 66.4 68.9

１）

２）養分含量（乾物中％）
ＤＭ（原物中％）56.8 56.1 57.6 57.1
ＣＰ 16.0 16.1 16.4 16.1
ＥＥ 4.7 5.0 4.8 5.0
ＮＤＦ 37.8 38.7 43.1 37.6
ＮＦＣ 35.6 33.6 29.9 34.1
ＴＤＮ 74.1 74.1 74.1 74.3
ＧＥ（Mcal/kg） 4.52 4.59 4.64 4.56

発酵品質
ｐＨ 5.5 4.0 4.0 4.0
有機酸組成（乾物中％）
乳酸 3.36 7.09 7.34 6.41
酢酸 0.70 1.27 2.69 1.21
酪酸 0.04 0.00 0.00 0.00

ＶＢＮ （総窒素中％）３）

1.1 3.5 2.8 3.0
Ｖスコア（点） 97 96 90 96

1)乾燥豆腐粕、乾燥ビール粕を各々約15％（乾物比）ずつ含む
2)ＤＭ：乾物、ＣＰ：粗ﾀﾝﾊﾟｸ質、ＥＥ：粗脂肪、
ＮＤＦ：中性ﾃﾞﾀｰｼﾞｪﾝﾄ繊維、ＮＦＣ：非繊維性炭水化物、
ＴＤＮ：可消化養分総量、ＧＥ：総エネルギー
ＴＤＮは設計値、その他は実測値

3)揮発性塩基態窒素

、 （ ）表２ 消化率 栄養価および窒素出納 試験1

ﾌﾚｯｼｭ ｲﾈ ﾁﾓｼｰ 稲わら混項目
TMR 発酵TMR 発酵TMR 発酵TMR

消化率（％）
ＤＭ 70.8 70.9 72.8 70.9
ＯＭ 73.7 73.6 75.3 73.6

１）

ＣＰ 75.2 75.5 75.5 75.4
ＥＥ 83.6 83.8 84.9 84.0
ＮＤＦ 62.4 64.4 66.3 62.5
ＮＦＣ 85.6 85.3 86.4 83.3
ＧＥ 73.0 72.5 74.1 72.9

ＤＥ （Mcal/kg）
２）

3.46 3.34 3.41 3.36
ＴＤＮ （乾物中％）３）

71.4 71.2 73.1 71.1
摂取窒素の分配率（％）

ふん中 24.8 24.5 24.5 24.7
尿中 70.9 70.0 69.9 67.7
蓄積 4.3 5.5 5.6 7.7

1)有機物
2)可消化エネルギー
3)ＴＤＮ＝可消化ＯＭ含量＋可消化ＥＥ含量×1.25

表３ 飼料摂取量および乳生産（試験 ）2

ﾌﾚｯｼｭ ｲﾈ ﾁﾓｼｰ項目
TMR 発酵TMR 発酵TMR

体重（kg） 664 663 662
乾物摂取量（kg/日） 22.0 22.5 22.5
乳量（kg/日） 27.4 29.6 30.4
飼料効率 1.26 1.32 1.36

１）

乳成分率（％）
乳脂肪 4.22 4.23 4.12
乳タンパク質 3.45 3.38 3.41
乳糖 4.49 4.51 4.53
無脂固形分 8.94 8.88 8.94
ＭＵＮ （mg/dl) 12.5 12.1 11.9

２)

1)乳量／乾物摂取量
2)乳中尿素窒素

表４ ルーメン内容液および血液性状（試験 ）2

ﾌﾚｯｼｭ ｲﾈ ﾁﾓｼｰ項目
TMR 発酵TMR 発酵TMR

１）
ルーメン内溶液性状
ｐＨ 6.73 6.86 6.80
総ＶＦＡ（mmol/dl）9.04 9.23 9.32
Ａ／Ｐ 2.98 3.10 2.91

２）
血液性状
ＧＯＴ（IU/L） 83 81 80
ＢＵＮ（mg/dl） 15.3 15.8 15.7
ＧＬＵ（mg/dl） 63.4 62.2 63.2
Ｔ-ＣＨＯ（mg/dl） 312 292 288
Ｃａ（mg/dl） 9.7 10.0 10.2
Ｐ（mg/dl） 6.3 6.3 6.0

1)ＶＦＡ：揮発性脂肪酸、Ａ／Ｐ：酢酸・プロピオン酸比
2)ＢＵＮ：血中尿素窒素、ＧＬＵ：グルコース、

Ｔ-ＣＨＯ：総コレステロール、Ｃａ：カルシウム、
Ｐ：リン


